
   
 

   
 

 
2024 年度都市計画演習 空間データサイエンス班 最終発表レジュメ 2024 年 12 ⽉ 16 ⽇(⽉) 

Let It Be Cool 〜少しも暑くないわ〜 
班員：岩渕 泰知（班⻑） 前島 希星（副班⻑） 岡本 慈央（GIS） 

三⽊ 直登(スライド) 倉⽥ 圭佑(DB) 坂元 葉蔵(記録) 中村 穂希（渉外） 
指導教員: 鈴⽊ 勉 TA: ⽵内 真雄 

 

背景・⽬的 
1-1. 背景 
今⽇、世界中の多くの都市で街路区間を⾞中⼼から⼈
中⼼の空間へと再構築し、⼈々が集い憩い、多様な活
動を繰り広げられる場へとしていくウォーカブルシ
ティの取り組みが進められている。⽇本においても、
国⼟交通省が街路空間の再構築・利活⽤に関する様々
な取り組みを推進し、各⾃治体が様々な形でウォーカ
ブルなまちづくりを⾏っており、この⾵潮は全国に広
がっている。 
⽇本において夏の気温は年々⾼くなっている。図１の
ように、猛暑⽇（最⾼気温が 35℃以上の⽇）は年々増
加傾向にある。例えば横浜市では、2018 年の猛暑⽇最
⼤継続⽇数は 2 ⽇だったが、2024 年には 8 ⽇まで増
加し、2024 年は 6〜8 ⽉の猛暑⽇数も 22 ⽇と、平年
と⽐べて 20.1 ⽇多くなっている。!

 
図 1 年間の猛暑⽇の⽇数の増加( から作成 
 また、熱中症による搬送者数も増加傾向に今年度の
５−９⽉における熱中症による救急搬送者数も平成
２０年度の統計開始以降最⼤の 97,578 ⼈で、2022 年
から 26,549 ⼈増加している。 

現状の暑さ対策は、啓発的な取り組みと物理的な取り
組みに⼤きく分けられる。啓発的な取り組みとしては、
熱中症警戒アラートの発表や対策の呼びかけ、パンフ
レットの配布などがある。これらの取り組みは各⾃治
体が積極的に⾏っているが、これからさらに上昇して
いくと予想される気温に対して、啓発的な取り組みに
よって促される個⼈の取り組みだけでできる暑さ対
策には限度がある。 
さらに、国⼟交通省は「まちなかのクールスポット創
出等の取組への重点⽀援」に約 7,000億円、「都市の脱
炭素化の推進」に約 1,200億円の予算を充てており、
社会的にも暑さ対策には積極的な取り組みが求めら
れていることが分かる。 
そこで、私たちはこれらの物理的な暑さ対策の取り組
みに注⽬した。海外に先⾏事例はないか調べてみると、
韓国の都市で横断歩道沿いに遮光パラソルを設置す
ることで⽇陰を作り、暑さ対策をする取り組みがある
ということが分かった。国内では、地域の店舗や施設
などを涼みどころとして提供するクーリングシェル
ターが⼀部の⾃治体で実施されている。また、神⼾市
によるクールベンチの設置など、他の先進的な取り組
みを実施している⾃治体もある。しかし、全国的に⾒
るとこのような活動はあまり普及していないのが現
状である。 
 
1-2.⽬的 
本演習では、対象地とした歩⾏者空間において、⼈流
と⽇射量の分析、現地調査を⾏い効果的な対策必要箇
所の選定と具体的対策を提案することを⽬的とする。 
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1-3.演習の流れ 
本演習は、以下の⼿順で進めていく。 
・ヒアリング 
・対象地の選定 
・⼈流・⽇射の解析・現地調査 
・対策場所・対策⽅法の提案また、本演習のフレーム
ワークは次のようなものになる 

 
図 2 
ヒアリング 
今回の演習における作業の参考とするために、11⽉18
⽇にオンライン上で建築研究所環境研究グループ主
任研究員である熊倉永⼦先⽣、 国⼟技術政策総合研
究所の⽯井儀光先⽣にヒアリングを⾏った。 
都市の暑熱対策を考える際は誰をターゲットにする
かの⽂脈を考慮する必要があることをご教授いただ
いた。例えば、クーリングシェルターは⾼齢者に向け
た対策となる。最後に、演習内で使⽤する暑熱の指標
として、以下のWBGTを使⽤することができることが
確認できた。 
環境省の熱中症予防情報サイトによると、 「暑さ指数
（WBGT）は⼈体と外気との熱のやりとり（熱収⽀）
に着⽬した指標で、⼈体の熱収⽀に与える影響の⼤き
い ①湿度、 ②⽇射・輻射(ふくしゃ)など周辺の熱環
境、 ③気温の３つを取り⼊れた指標」とされている1。
数値による具体的な危険度は以下通りである。

 
表 1  WBGTの数値別指標 

 
 
 

対象地の選定 
今回の演習を⾏う対象地として、神奈川県川崎市の川
崎駅東⼝以東のエリアを採⽤する。Agoopの⼈流デー
タが存在すること、政令指定都市であり昼間⼈⼝が多
いと推定されること理由として挙げられる。加えて、
この演習はケーススタディであり、他の都市に応⽤で
きるよう⼀般化することを⽬指す。 
 
３-1.川崎市の現状把握 
今回の演習で対象地とする川崎市について、⼈流や⽇
射の分析、現地調査を⾏う前に、ウォーカブルシティ
としての取り組み、暑さ、交通、暑さ対策についてそ
れぞれ現状を整理する。ウォーカブルシティの取り組
みとしては、市役所通りを歩⾏者空間として⾏うみん
なの川崎祭2や、全国都市緑化川崎フェア3などを実施
している。 暑さの現状としては、 
交通の現状としては、国⼟交通省の全国都市交通特性
調査によると、川崎市の交通⼿段のうち徒歩率２９．
９％となっている。暑さ対策としては、「暮らしやすい
まちづくりに向けたまちなかの暑さ対策事例集」の公
表4、⺠間施設を涼みどころとして利⽤する「かわさき
ちょこ涼」の取り組みなどを⾏っている。 
 
３-2.対策候補地の選定 
今回は川崎駅東⼝以東のエリアにおいて、⽚側２⾞線
の広幅員道路次の４つの通りを対策候補地として取
り上げた（市役所通り、新川通り、さくら通り、第⼀
京浜）。これらは共通して広幅員道路であり、向かい合
う建物同⼠の距離が広く、⽇射が⼊り込みやすいとい
う特徴がある。 
3-3.対策候補地の分析・調査 
選定した対策候補地において、どこにどのような対策
を施すことがより適切かを提案するために、①GIS を
⽤いた⼈流の分析、②PLATEUを⽤いた⽇射の分析、
③現地調査 を⾏う。 

 
 



   
 

   
 

 
4-1. ⼈流分析    
使⽤データ：Agoopポイント型流動⼈⼝データ  
使⽤ツール：ArcGIS Pro, Python ライブラリ（Scikit-
mobility, Raterio, NetworkX） 
歩⾏者の定義を 駅から移動距離 1km 以上で時速
4km未満とする。 
【カーネル密度推定】 
Agoop データを⽤いて、調査地における 8 ⽉の歩⾏者
の分布をカーネル密度推定を⽤いて分析した。歩⾏者
の定義を時速 4km以下で移動するポイント、バンド幅
は 20ｍとする。分析結果としては、京急川崎駅東側の
道に、最も⽇が当たる 12，13 時台などお昼の時間帯
にも多くの⼈がこの道を通⾏していることが分かっ
た。 
【リンク別歩⾏者量】 
8 ⽉のデータについて 歩⾏者がどこの道を通ってい
るのかを分析した。市役所通りは 7 時台と 17 時台の
⼈流が多くなっている。 
【リンク別駅からの歩⾏距離】 
８⽉のデータについて川崎駅と京急川崎駅の少なく
ともいずれか⼀⽅を通過した⼈の移動距離を調べ、そ
の中央値を求めた。市役所通りは 7 時台と 17 時台の
⼈流が多くなっている。 
 
 
 
 
 
 

 図 5 

4-2.⽇射分析 
国⼟交通省の PLATEAU で公開されている３D 都市モ

デルを利⽤し、8 ⽉ 15 ⽇を代表⽇として、⽇射量の分
析を実施した。⽇射量は太陽⾼度が影響するため、単
に⽇向か⽇陰かで判断することができないことが分
かった。太陽⾼度が最も⾼くなる正午が⽇射量のピー
クとなる。今回 
4-3.現地調査 
市役所通り 
市役所通りは川崎市街路樹管理計画(平成 30 年策定)
により、シンボル並⽊路線として指定されており、樹
種がイチョウに統⼀され、樹形も概ね整えられている。
夏場は緑陰による暑熱軽減が期待できる。第⼀京浜と
の交差点では X 字状の歩道橋が存在する。 
新川通り 
新川通りは駅から第⼀京浜までは常緑樹の街路樹が
整備されている。川崎駅の近くではアーケードで覆わ
れている部分も⼀部存在する。第⼀京浜との交差点は
横断歩道となっている。 
さくら通り 
駅前をおよそ南北に通るさくら通りも⽇射が差し込
むが、駅前にある２つの⼤きな交差点には植物などの
⽇陰を作るものがなく、⽇射の影響を⼤きく受ける可
能性が⾼い。 
第⼀京浜 
第⼀京浜は南北に伸びる通りであり、⽇射の影響を特
に強く感じた。⾞両通⾏帯と歩道との間に緑化された
フェンスが設置されており、⾞両からの放熱を対策し
ている。歩道沿いの樹⽊は⼩さく緑陰を作るには不⼗
分に⾒えた。 
本町 
この通りも南北に伸びるとおりであり両脇にマンシ
ョンやビルなどの建物が並んでいるため直接的な⽇
射だけでなく、照り返しによる⽇射も存在。 
提案 
5-1.対策⽅法 
環境省の制定した、「まちなかにおける暑さ対策ガイ
ドライン」を参考に、今回検討する暑さ対策の設置物
として以下のものを採⽤する。 
〈パラソル、ミスト、保⽔ブロック、街路樹〉 

図 3 図 4 



   
 

   
 

これらの対策物と３-2 で選定した対策候補地の中か
ら、これまで⾏った分析・調査をもとに具体的な設置
物とピンポイントな設置箇所を選定する。 
5-2. 設置物、設置箇所の提案 
・市役所通り 
7時台と 17時台の⼈流が多く、歩⾏距離も⻑くなって
いると⾒受けられる。  
交通量がありそうな第⼀京浜までの通りは現地調査
から⾞通りもかなりあったため、⾞からの排熱を対処
することで暑さ対策を⾏う。 
➡駅前、市役所前付近の歩道にミストを設置する。 
  ⾞道と歩道の間のフェンスの緑化を⾏う。 
・さくら通り付近 
⽇が当たりやすい 12，13 時代などお昼の時間帯にも
⼈がこの道を通⾏している。 また、現地調査の写真か
らも、強い⽇差しがうかがえる。 しかし、そこまで⼈
が滞留している様⼦はなかった。 
➡歩道にミストを設置する。 
  地⾯には保⽔性ブロックを導⼊する。 
・第⼀京浜 
歩道橋であり、歩⾏者空間が地⾯より⾼い場所に設け
られているため、⽇射量が⼤きく、⽇を遮るものがな
い。また、階段を登る必要があり⾁体への負担増加が
考えられる。 
➡川崎ハローブリッジに⽇よけパラソルを設置する
ことが望ましい。          
6.今後の展望 
今回、川崎駅東⼝を対象地として、演習を実施したが、
今回の演習のフレームワークから他の地域において
も同様にしてまちなかの暑さ対策が⾏われることが
望ましい。 
また、今回は分析したデータで対策を提案するにとど
まったが、実際には予算の都合などもあり、優先順位
をつけて整備していくこととなる。その際に、費⽤対
効果を測る必要が出てくるだろう。 
7.謝辞 
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